
【ＪＨＢＡ ドレッドロックス検定】 

 

 
 
■持ち込み可能材料■ 
アフロウィッグ・クランプ・ダッカール・ダブルピン・アフロコーム・リング
コーム・かぎ針・⽔スプレイヤー・タオル 2枚・ハサミ・ワックス（グルー不
可）・エクステンション（地⽑のカラーに馴染むもので未開封品） 
ビニール袋・消毒⽤ウェットティッシュ（施術前の⼿指消毒や落とした器具に 
使⽤）・定規・タイマー（⾳消し設定できるもの） 
 
 
■実技内容■ 
・ウィッグ のイヤートゥイヤー前の半頭を使⽤ 
・センターパートのスタイリング 
・エクステンションを使⽤し、１５センチ以上のドレッドロックスを１５本以
上の装着 
 
 
■実技規定■ 
編み⽬が⽬⽴たず、均等な太さで美しい仕上がりである事。 
お客様がトラブルなく、1か⽉程度装着出来る技術である事。 
ブロックの⼤きさとドレッドロックスが適切な太さである事。 
ブロックが⽬⽴たないように配置してある事。 



 
■実技試験制限時間■ 
90分 
 
 
■筆記試験内容■ 
プロフェッショナルとして『ドレッドロックス』を施術するにあたり、必要な
⽑髪、衛⽣、カルチャー知識、カウンセリング知識やお⼿⼊れ⽅法。 
 
 
■筆記試験制限時間■ 
20分 
実技試験のポイント 
あくまでもお客様がトラブルなく⻑期間スタイルを維持できるテクニックが基
準です。 
本数＝ブロックの⼤きさに合わせて適切な太さで施術し、リペアが可能なブロ
ッキングあること、重過ぎたり崩れやすくない事がポイントです。 
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